
放射線科カリキュラム 
 

１．放射線科選択の研修内容について 
 
 当科は常勤 2 名体制であり、画像診断、放射線治療を担当している。研修に放射線科を選

択した場合、さらにその中でどちらかを又は両方を選択することが可能である。 
 
①画像診断 
  ＣＴ：ＭＤ－ＣＴ（16 列と 8 列の 2 台）による撮像の実際、読影 

ＭＲＩ（１．５Ｔ）：種々の撮像、昨日検査などと読影 
ＵＳ：腹部、頸部などの基本的検査 
血管造影：腹部を中心とした検査とその応用であるＩＶＲ 
核医学：腫瘍シンチ、骨シンチなど基本的検査と読影 
 

読影に際しては全てＰＡＣＳとレポーティングシステムを用いており、将来的なフィルム

レス化への対応に必要な基本トレーニングが可能である。 
 

②放射線治療：evidence based medicine に基づいたがん治療の一つとしての放射線治療 
新患の基本的診察、治療方針決定に必要な検査計画、医療情報の（たとえばインターネ

ットを用いた）収集方法、インフォームド・コンセントの実際、放射線３Ｄ治療計画、

治療期間中の診察、治療後の経過観察など 
 
治療装置のハードウェアはリニアック（４／１０ＭＶのデュアル）、ＭＬＣ、治療計画専

用ＣＴ（４列ＭＤ）、３Ｄ治療計画装置（ＩＭＲＴ対応可能）、定位放射線治療装置など

である。 
 

 
２．指導体制 
 

指導医氏名 専門領域 卒業年度 
松原 誠 放射線診断 

 
昭和６２年 

篠田 充功 放射線治療、診断 
日本放射線学会認定医 
日本放射線治療専門医 
 
 

平成 ８年 

 


